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1. はしがき
「ポンド不安」 「ポンド危機」さらには「重患ポンド」などの題目をかかげ
て，今やこのポンド問題の解決はたんにイギリス経済内部のみの問題としてで
はなく， 国際金融界にとってのまさに焦眉の急を要する問題となってきてい
る。いうまでもなくポンドはイギリスの国民貨幣であるばかりでなく，金・ド
ルに次ぐ国際通貨でもある。そして，かつてはイギリス自身の世界における経
済的優位性とともにポンドは世界に並びなき安定した国際通貨であった。しか
し，イギリスの世界経済に占める地位の相対的低下にともなって，ポンドの地
位もその優位性をドルにゆずり，スターリング地域を通じてその世界的役割を
果すことになり，今や冒頭にかかげたような題目のもとにジャーナリズムをに
ぎわしているわけである。
さきにわたくしは「イギリス連邦とオタワ協定」と題する小稿(1) でイギリ
ス連邦を結びつけている紐帯の一つに「イギリス連邦以外の諸国をも包含した
組織」としての「スターリング地域」を挙げておいた。それは「イギリス連
邦」を問題にする場合に，経済的連接の役目を果しているものとして， 「オタ
ワ協定」によって創設された「イギリス連邦特恵関税制度」とこの「スターリ
ング地域」の二つを考えたからである。前者はすでに前掲拙稿で取り扱ったの
でここでは「スターリング地域」の問題を中心に考察を進めてゆきたいと思
う。のちの説明でおのずから明白になる筈であるが， 「イギリス連邦」と「ス
ターリング地域」は厳密には区別されなければならない。しかし，ニ・三の例
外をもちながら，大体において構成国が同じであるという点でイギリス連邦経
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済関係の金融的側面をかたちづくると考えて差支えないものと思われる (2)。
いうまでもなく， 「スターリング地域」は1931年の金本位制停止とともにイ
ギリスにしたがった国々を中心として形成された集団であった。当時はその呼
称も「スターリング・グループ」或は金プロック， ドル・プロックなどに対し
て「スクーリング・プロック」といわれていたのである。しかし，実際上いか
なる国がこれに包括されるかという点になると論者によって多少意見を異にす
るのである。なぜならば， 「スクーリング・ブロック」といっても，それは決
して一定形式の貨幣同盟を形式しているわけでもなく，まったくルーズなプロ
ックであるからである Ca)。 そして現在のように「スクーリング地域」と正式
の呼称が与えられたのは第2次大戦が勃発し戦時体制に入った1940年において
であった。しかし， こうした名称はどうあれ「スクーリング地域」なるもの 、
は，実質的には，元来商業および金融の紐帯によって結ばれた数多の通貨の漠
然とした一つの集団として，すでに19世紀にその朋芽がみられ，漸次発展をと
げたものであった。そして，第 1次大戦および第2次大戦によって引き起こさ
れた危機の状態ならびに両大戦間時代に起った経済的社会的混乱時代をへては
じめて顕在化したわけである。すなわち，ここにおいてスクーリング地域諸国
の相互関係は一つのはっきりした意識的なものとなって客観化され，公称され
るようになったのである。
さて，このスターリング地域は国際通貨研究の面からも非常に興味ある研究
テーマを提供しているのである。例えば，ヌルクセによれば，スターリング地
域の歴史的意義は「厳格に金と結びついていない為替本位制が生成した」(4)点
に見出されるというのであり，また，テューによれば「国際通貨協力の研究に
おいて重要な地位を占めるにふさわしい」(5)などといわれているのであるが，
ここでは，ヨリ一般的な考察として，この種の統合通貨制度を運営できるよう
な一団の国家群—主としてイギリス連邦ーーのもつ一層基本的特質を明らか
にするという点に重点をおいて考察してゆきたいと思う。
まず，今日スターリング地域に属している国々は次の通りである。
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名
イギリドリ連スス合（王グ植国レ民ー）地ト・プリティン及び北部アイル ゜ ゜ランイギ ・自治地域及び保護領 ゜シ ン ガ ポ Jレ ゜ ゜マ レ イ シ ア ゜ ゜イ ン ドセ イ ロ ン ゜ ゜J{ キ ス 夕 ン 回 教 共 和 国才 ス 卜 ラ リ ア 連 邦 ゜ ゜二 ユ ジ ラ ン ド ゜ビ Jレ マ 連 邦 ゜
X 
ク ウ 工 イ 卜 国 X 
リ ビ ア 王 国 ゜
X 
サ イ プ ラ ス :I± ‘’ヽ 和 国 ゜シ 工 ラ レ オ ネ ゜ガ ナ 共 和 国 ゜ ゜ナイ ジェ リ ア連邦共和 国 ゜ケ 二 ア 共 和 国 ゜ウ ガ ン ダ ゜ ゜夕 ン ザ 二 ア 連 合共 和 国 ゜ ゜南 ア フ リ 力 ‘北’‘ヽ 和 国 ゜
X 
ザ ン ビ ア 共ヽ 和 国 ゜ ゜マ ラ ウ イ ゜ジョルダン・ハシェミット王国 ゜
X 
ガ ン ビ ア ゜ ゜ジ ヤ マ イ 力 ゜卜 リ 二 ダ ツ ド 卜 ノゞ ゴ ゜ ゜力 ナ ダ X ゜ア ・イ ）レ ラ ン ド ゜
X 
ア イ ス ラ ン ド 、:fl:" 和 国 ゜
X 
マ ｝レ 夕 ゜ ゜
???????????? ?
1947年の為替管理法を基礎として，その後の異動及びイギリス植民地の独立なども考慮
して， EncyclopediaBritanica (1961), 『世界各国総辞典』および『世界の現勢』（岩波購
座『現代』別巻I. II.)などより作成。なお，国名は外務省情報文化局『世界の国一覧表』
(1965)によって統一した。
これらの国々が，スターリング地域に属しているということは， 1947年に制
定され，その後改訂が加えられたイギリス「為替管理法」のなかで，特殊の地
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位を占めるものと指定された地域一ー指定地域 (Scheduledteritories)なのであ
る。それは広大なイギリス連邦を中核とし，そのなかでこの地域に属する国々
はポンドを国際通貨として多角的貿易をおこない，ロンドンに金・ドルの中央
プールをもっということが定められているのである。
さて，そこで現在のような明確な形でのスターリング地域が存在するにいた
った過程は大体次の五つの時期にわけて考えることができる。
(1) 1931年より以前約半世紀にわたる準備段階。この時期を通じてスターリ
ングは国際通貨の地位をえたのである。
(2) 1931年~1939年。スターリング・プロックあるいはスターリング・グル
ープの時代。
(3) 1939年~1947年。戦時スターリグン地域。
(4) 1947年~1958年。交換性回復への努力の時代。
(5) 1958年12月交換性回復以降。新スターリング地域の形成(6)。
このように，スターリング地域の前史からその成立，発展，そしてついには
1958年のポンドの交換性回復に至るわけであるが， 1940年の国防金融条例をヘ
て， 1947年の為替管理法によって一応現在の「スターリング地域」の基礎が確
立したと考えることができるのである，したがって，本稿では，とくに(2),(3) 
及び(4)を中心として考察を進めてゆきたいと思う。
(1) 原田聖二「イギリス連邦とオタワ協定」関西大学『経済論集』第14巻第6号。
(2) 例えば「スターリング地域の意義をもっとも端的に表現すれば，第2次大戦の初期
において一種特別の経済目的のために形成された英連邦諸国の統合ということにな
る。」アメリカ経済協力局遣英特別使節団 J.M.カッセルズ編，後藤誉之助，小島慶
三及び佐竹浩氏訳『スターリング地域』 3ペー ジ。
(3) 「スターリング地域という概念は， 1931年以降に現われてきた。その概念内容はつ
ねに変化しており，またこんごも変化しつづけると考えられるので定義づけるのは困
難なことである。」 R. F. , ヽ ロッド著東京銀行調査部訳『現代のポンド』 17ページ。
「戦前のスターリング地域は正式の法令もなく，中心的な機構もなかった。」 A.C.L.
Day, The Future of sterling (1956) p. 42. Cf ; Kenneth M. Wright, Dollar Poolfng 
in the Sterling Area. 1939ー 1952.(The American Economic Review, Vol. 44. No. 
4) p. 559. 
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(4) R. ヌルクセ著，小島清，村野孝氏訳『国際通貨-20世紀の理論と、現実ーー』 67
ペー ジ。
(5) Brian Tew, International Monetary Co-operation 1945-60 (1960). p. 118. 
永島清・片山貞雄氏訳『国際金融入門』 135ペー ジ。
(6) W.M. Scammell, International Mo加 taryPolicy, 2nd ed., (1961). P.245. なお，
(2)を第 1次ポシド・プロック.(3)を第2次ポンド・プロック.(4)を第3次ポンド・
プロックとする分けかたもある。東洋経済新報社『体系経済学辞典』 498ページ。
2. スターリング・プロック
1930年代初期までは，スターリング・プロックの存在はほとんど認めること
ができず， ある意味では自然な無意識的結合であったと考えられるわけであ
る。すなわち， 「このシステムは新しいものではなかった。ただ金本位制がひ
ろくゆきわたっていたので，はっきりした形にあらわれなかっただけである。
事実，多くの国は名目上金に基礎はおいていたが，実際は上述の意味において
『ポンドに』長い間依存していたのであった。」 (1)またポール.~ ゞ ローは次の
ようにいっている。 「スクーリング地域は過去の世紀を通じて徐々に発展して
きた。英帝国の発展にともなう通貨的平行線としてのそれは，ほとんど偶然的
の所産であった。それは大英国の商業および金融における指導的地位，英資本
の巨大な海外輸出及びポンドの国際通貨性の産物である。英商人が海外に商業
的冒険をくわだてるとき，かれらは自国通貨を携行した。またその商売はポン
ドで行なわれた。国際的な世界的な規模におけるスクーリング地域の発生は，
前述の如き私的商業活動と，継続的で執拗なポンド使用により形成された諸習
慣とのうちに見出さるべきである」(2)と。
こうして，世界にさきがけて「産業革命」をなしとげ「世界の工場」 「世界
の銀行」として君臨していたイギリス，そして貿易と金融の中心であるロンド
ンのまわりに「スクーリング・プロック」が自然発生的に形成されてきたので
あるが，このグループに属する国々は外国為替収入をロンドンにスターリング
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として保有していたのである。というのは， 「1931年以前の半世紀を通じてス
ターリングは世界通貨となり，その効果の故に国際的支払手段として使用され
た」(a)からであり，また1920年代にイギリス連邦内の自治領諸国に中央銀行が
設立されたのも以上のような慣行を採用するためであった。このようにしてロ
ンドンは多くの国々の貨幣準備の所有地となったのである。そして，大体19世
紀以降この地域に属する国々は，スターリングを国際的通貨単位としていたの
である。しかもロンドンには国際的商品市場があったから，ボンドを保有する
ことが，国際貿易を行なうのにきわめて便利であったからである (4)。
ヌルクセのいうように，この「スターリング・ブロック」は何ら新しいもの
ではなく，ただ金本位制が行なわれていたので表面化しなかったにすぎないわ
けであるが， 1931年9月になって，イギリスが1925年に再び採用した金本位制
を廃止—金支払停止ー一することによって浮き彫りにされたのであった。す
なわち， 「今まで，いくぶん無意識的にスターリング制度を支持していた諸国
は， 明確な選択を迫まられたのである。」 (5) すなわち， 「金本位にとどまる
か，金本位をすててスターリングとともに平価切り下げをするか，あるいは金
本位をすてて通貨を独立に管理するかのいずれかを決定しなければならなかっ
た。」 (6)かくして自国通貨の為替相場をポンドにリンクし，この為替相場を維
持するために，各国の中央銀行は準備金をボンドでもち，外国為替業務の大部
分をロンドンを通じておこなうという，いわゆる「スターリング・プロック」
が形成されたのであった。
以上のようにして，一応「スターリング・プロック」が形成されたわけであ
るが，諸国の参加決定には種々の要因が作用し，またそれぞれの理由から必ず
しも足なみを揃えて参加決定したわけではなかった。イギリス帝国諸国は（巨大
なドル・プー)~をもち，アメリカとの経済関係が密接であるカナダ，ニューファ
ウンドランドを特例として）その政治的結束のゆえにほとんど選択の余地もな
くイギリスにしたがったのである。そして，にわかに参加を決定しなかった国
々も，イギリスがあの大恐慌のきびしい影響を他の国々ほどこうむらなかった
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という事実のゆえに遅れながらも参加することになったといわれている (7)。
このように1930年代に発展してきた「スターリング・プロック」は，多様性を
もった異種的な国家の自由意志による協力に基づいたルーズな結合体である
が，しかし，彼らを結びつけているものは「通貨の海外価値をスクーリングに
リンクすることが，それぞれの国家の最大の利益である」との信頼であった。
そこには結合にむかわせる何らのメカニズムも存在しないし，協定条文もない
のであって参加するも脱退するもまったく自由なのであった。すなわち，スク
ーリング・プロックは「同じ貨幣政策を遂行し，同じ利益によって結びつけら
れた国家の国際的クラプにすぎない」のであり，それは「便宜によって正当化
された固定為替相場地域Cs)」 にすぎなかったのである。
さて，以上においてイギリスの金本位制度廃止とそれにともなう「スターリ
ング・プロック」の形成についてその経過を述ぺてきたのであるが， 1932年に
は「オクワ協定」の締結，そして1933年にはロンドンにおいて「世界通貨経済
会議」が開催され，それぞれがこの「スターリング・プロック」形成に少なか
らざる影響を与えているのである。
「オタワ会議」といえば現在の「イギリス連邦特恵関税制度」の起源として
有名な「イギリス帝国経済会議」の通称であるが， この会議の開催について
は，前記のイギリス帝国の事情からも明らかなように，当然貨幣問題は一般に
きわめて重要な問題と考えられていたのである。この事情を同時代人グスクフ
・カッセルが生き生きと描いている。 「オーストラリアの主席代表プルース氏
(Mr. Bruce)は金及び貨幣委員会に対する声明を次のような言葉ではじめた。
すなわち『オーストラリアはこの会議に高物価水準と為替相場の安定を事実上
なしとげる点に最大の関心をよせてのぞんでいるということは疑いのないとこ
ろである。高物価水準が達成されないならば，現在における世界の金融的・経
済的諸制度を維持する方法は見出すことはできないのである』と。ジョージ・
シャスクー卿 (SirGeorge Schuster) はインドのために『われわれは，充分で
速やかな価格の上昇が殊の外必要である』と述ぺた。イギリスがそれらの貨幣
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改革の指導を引き受けるであろうということは一般に人の信ずるところであ
る。さらにジョージ・シャスター卿は次のように付け加えた。すなわち「国際
的協力によって世界市場価格の上昇がなしとげられるということは最高の理想
であることは認めるが， しかしわれわれはポンド地域全体にポンド・スターリ
ングの価格の上昇を及ぽすことがわれわれに直接大きな利益をもたらすのみな
らず，その特別の効果及び先例によって全世界にわたる一般的価格運動を導く
ことになるであろう」(9)と。このような自治領諸国の期待と要望を担った「オ
タワ会議」は，議題の三大項目の一つとして「通貨及金融問題」をえらび，も
っぱら「英帝国内各種通貨及貨幣本位の関係の審査， 物価の恢復及為替安定
策」を論ずることになっていた。
会議の結果，それぞれの決議および声明が発表せられたのであるが，その中の
第4として，「通貨及金融問題に関する決議及声明」がある。その中で関係のあ
る項目を挙げておくと次のごとくである。 「本会議はなるべく広き区域に亘り
為替相場の安定することが貿易業者にとり極めて重要なることを認む。為替問
題を完全に解決するが為には，後に述ぶるが如く国際的本位貨幣制度が満足に
運用せらるるが如き状態の回復せらるるを侯たざる可からず。本会議は右解決
に至る迄の間，謗貨を基準として自国の通貨を統制しつつある諸国間に一の為
替安定区域を作り出すことに依り，及謗貨対金の比価が日々大なる変動をなす
ことを防止することに依りて，相当の効果を挙げ得べしと思料せり。後者に関
しては，本会議は英本国が投機に依り謗貨の価格に大なる変動を生ずることを
防止する目的を以て，ーの機構を既に設けたることを認めて満足するものにし
て，前者に対しては本会議は其の通貨が謗貨と相関連せる英帝国内の諸領に於
て其の間の為替相場の安定を維持することが極めて有益なるを認め，且斯くの
如き結果を促進せしめるための最良の手段は卸売物価の一般水準が昂騰するこ
とにありと思考せり。」 (10)
ところが続いて述べられた本会議の態度および取り扱いについての結論は次
のようであった。 「本会議は通貨政策の終局の目的は満足なる国際的本位貨幣
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制の復活に在ることを認む。而して，右本位制は単に各国間の為替相場を安定せ
しむるにたるものなるのみならず，国際貿易及金融の機構の作用を円滑有効な
らしむるにたるものなることを要す。之が為には世界に於ける大貿易国間に国
際協定を結ぷことを必要とし，又本会議に参加せる諸領中には最も望ましき本. . . . . . . . . . . 
位制に関し極めて明確なる意見を有するものあるも，本問題は近く国際会議に．．．．．．．．． 
於て審議せらるる筈なるをもって，本会議は本問題に関し何等の勧告をも為さ
ざるべし……」 (11)として折角の決議も来るべき1933年のロンドン「世界通貨
経済会議」にその実現方策を移譲してしまったのであった。まさに， 「スター
リング・プロックの誕生は1933年7月のロンドン世界経済会議という国際金融
史の注目すべき事件にその出自をもっている」 (12)わけである。すなわち，周
知の通り，このロンドン会議は，金本位制をめぐるフランス対イギリス・アメ
リカの相剋によってわずか18 日間で休会—事実上の決裂をみたのであった。
「ロンドン会議は金本位制という不死鳥から完全に翼をもぎとった。しかしな
がら，その裂目からは世界経済を 4分5裂の混沌に陥れることとなった怪物が
誕生した。怪物とは広い意味では経済的国家主義であるがわれわれの問題に即
していえば貨幣的プロッキズムがそれである」 (13)そしてその一つにスターリ
ング・プロックがあるわけである。そして，まさにロンドン会議が休会となっ
たその日，イギリス本国と自治領の代表が会議を開き「今日スターリング・プ
ロック (SterlingBloc)として知られるものの憲法と看倣し得る」 (14)といわ
れる「帝国宣言」 (Empire Declaration) <is) を発表したのである。
その要点は(1)イギリス帝国は物価引上げ政策を強力に推進する。 (2)そのため
に低金利政策を貫徹する。 (3)通貨政策の最終目標は為替安定のための満足な国
際通貨標準の回復であり，それは国際金本位制であるがそれは究極の目標であ
る。 (4)イギリスは為替安定上外国と何らの公約をなしていずまったく自由な立
場にある。 (5)イギリス帝国外の国で，その通貨をスターリングにリンクする意
志があればプロックに参加を拒まないということである。 「スターリング・プ
ロック」の発端とはこのようなものであった。これによって形式的には「帝国
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宣言」と内容を等しくする「オクワ会議」における通貨政策の決議はここにそ
の実質的意義が与えられたわけである。すなわち，グスクフ・カッセルは最大
級の讃辞を用いて次のようにいっている。以上のように「帝国宣言」にその目
的が明確に規定されたので「スクーリング・プロックの政策は未解決の論争や
茫漠たる理想の沼地に毅然としてそそり立つ唯一の岩石なるが如く際立ったの
である」 (16)と。
(1) R. ヌルクセ著，前掲訳書66ページ。
「第1次大戦の終結時から25月5月イギリスが金本位制に復帰するまでの期間，多く
のイギリス連邦諸国と若千の国々はその為替相場をポンド建にして，ポンドと一定の
為替相場を保つようにしたので，スクーリング・プロックの先駆的なものが形成され
た。実際「スクーリング・プロック」とか「スクーリング地域」とかいう言葉が生ま
れたのは，このときであった。しかし当時は，ポンドがまもなく金に結びつくことが
予想されていたので，この事実にあまり注意が払われなかった。」 楊井克巳氏編『世
界経済論』 170ページ。国際決済銀行編首藤清氏訳『スクーリング地域』 18ページ以
下参照。
(2) ポール・バロー「スターリング地域」日本銀行編『英国為替及び貿易管理参考資料
第1集』 2ページ。 Cf; Paul Bareau, The Sterling area (R. S. Sayers ed.,Banking 
in the British Commonwealth. 〔195幻） pp. 463-4. 
(3) W. M. Scammell, op. cit., p. 245. 
(4) Paul Bareau, op. cit., p. 463. 
(5) Ibid., p. 464. 
(6) W. M. Scmmell., op. cit., p. 246. 
(7) Cf ; Ibid., pp: 246ー 7.
(8) Ibid., p. 247. 
(9) Gustav Cassel, (Ubersetzt von Dr. Bernhard Pfister), Der Zusammenbruch der 
Geldwt.ihrung (1937). S. 77. 金原賢之助氏訳『金本位制度の没落』 95-96ページ。
（一部筆者改訳）
UOl 外務省調査部編纂『オタワ英帝国経済会議の考察』 148ー 9ページ。 （句読点筆者挿
入）
Ul同書149ページ。（句読点筆者挿入）
U2l 『東京銀行月報』第2巻第7号10ページ。
U3l 同書 13ページ。
U4l qustav Cassel, op. cit., S. 130. 前掲訳書.159ページ。
U5l 「これがその後多くの態様と性格変化を遂げながらも，現在存在し機能しているス
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ターリング・プロックの原型を打出した端緒である。」 『東京銀行月報』第2巻第7
号， 14ページ。
06) ~ustav Cassel, op. cit., S. 130. 前掲訳書， 160ページ。
3. スターリング地域の形成
「スクーリング地域」形成の次の道標は1939年の第2次大戦の勃発と為替管
理の設定であったoすなわち，戦争の勃発による危機的状態および経済的混乱に
遭遇することによって，今までの漠然とした数多の国家集団の相互関係が一つ
のはっきりした意識的な結合へと進展したわけである。したがって，この時期
にはじめて「スクーリング地域」として正式に定義が下されたのであった。そ
して参加国は縮少して「イギリスとの実質的利益の調和を持つような地域をの
み含む」ようになり，その結びつきも強化されたのである (1)。 すなわちこの
時に1950年代までもその効力が持続し，戦時スターリング地域を結びつける重
要な形式的紐帯であった為替管理の制度が制定されたのである。この管理は全
体としてこの地域と非スクーリング地域の収支を規制し，地域内の諸国間の支
払いは自由に許可されるという原則の下で行なわれているのであって，スクー
リング地域の金・ドルプール制を要求したのである (2)。 これは，スターリン
グ地域に属する諸国の獲得した金・ドルはもちろん，南アメリカ連邦及びオー
ストラリア連邦の新採堀金をも，ロンドンのこのプールに集中させ，為替平衡
勘定を通じてアメリカ，カナダ及びその他の地域からの必要物資の輸入にあて
ょうとするものであった。この管理の責任はロンドンにあったけれども，スタ
ーリング地域内諸国は，前記のように地域内においてのみならず，域外におい
てもポンドの振替は自由であり，又スクーリングを金またはドルと交換するた
めにこのプールを利用できたわけである。したがって，スターリング地域が他
の世界諸国に対して支払能力を十分にもっているか否かは，この金・ドルプー
ルの増減にもっとも端的に現われることになるわけである。そして， 「スクー
リング地域」はドル地域のポンドをドルに交換する義務をもっている。したが
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ってスターリング地域の金・ドルプールの増減は主としてこのドル地域の国際
収支のいかんにかかっているといわれるのである Ca)。
以上のような為替管理は， 1940年7月の「国防（金融）条例」 (The Defence 
〔Finance〕知gulation)の下に適用されたのである。この条例でスターリング地
域とは「イギリス本国，すべての自治領，植民地，独立国及び委任統治領（カ
ナダ，ニューファウンドランドおよび香港を除く）エジプト，スーダン，イラ
ク」を称すると規定されている。そしてこのリストは年とともにかなり変更し
たのである。しかし， 1947年の為替管理法 (The Exchange Control Act)によ
って明確な公式化が与えられ，指定地域 (ScheduledTerritories)として今日知
られている「スターリング地域」は1939年以前には決して存在しなかったもの
であり，ここにはじめて正確に規定されたといえるのである。
すなわち，この戦時における為替管理によって，スターリング勘定は次の 3
部門に分類されたのである。
1. スターリング地域勘定 (SterlingArea Accounts)前記の通りスターリン
グ地域に属する諸国のスターリングは域内諸国間の振替は自由であるが，
城外諸国への振替は形式的にしろ当局の許可を要する。
2. 登録勘定 (RegisterdAccounts)アメリカとスイスのスターリング勘定に
対する特別の取扱いであって， このスターリングは保有者の要求によっ
て， ドルもしくはスイス・フランに交換することが認められている。スタ
ーリング地域への振替は自由であるが，特別勘定への振替は当局の許可を
要する。
3. 特別勘定 (SpecialAccounts)これは，アメリカ，スイス以外の非スター
リング地域の所有するスターリングの取扱いであり，スターリング地域へ
の振替は自由であるが，登録勘定への振替も，特別勘定地域相互間の振替
も当局の許可を要する。
特別勘定地域諸国によるスターリングの蓄積が戦時中のイギリスを苦しめた
のは周知のところである (4)。
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したがって戦争の進行とともに，特別勘定のスクーリング取扱い規定は緩和
され，多額のスクーリング勘定をもっている国は他の特別勘定国との取引にお
いても振替が認められるようになったのである。これは特別勘定諸国内でスタ
ーリング勘定の多額保有国と少額保有国があった故に十分可能であったわけで
ある。このようにして，ハロッドが「イギリスが今世紀に当面したもっとも重
大な政策問題があった」 (5) というところの危大な海外スターリング残高とな
ったのである。すなわち， 1945年に海外諸国が保有するポンド残高は4億7,
600万ボンドから37億ポンドに増加していた。 37憶ポンドのうち24億1,700万ポ
ンドはスクーリング地域に，そして， 12億8,400万ポンドは非スクーリング地
域によって保有されていたのである。
1945年9月ワシントンにおける英・米の会議において，この問題が活発な論
議をよんだのである。 その結果は1945年12月に米英金融協定 (FinancialAgre-
ement between the Government of the United States and the United Kingdom) 
通称米英借款協定 (Anglo-AmericanLoan Agreement)として成立したのであっ
た。これは，第2次大戦後の資本主義世界経済において圧倒的優位を獲得した
アメリカと，大戦により深刻な打撃をうけたイギリスの相対的地位の変化をも
っとも象徴的に反映したものであった。それを要約すると次の如くである。①
武器債与の債務は 6億5,000万ドルをのこしてあとは償還を打ち切る。Rアメ
リカはイギリスに対し， 5カ年にわたり37億5,000万ドルのクレジットを与え
る。③同クレジットは50カ年年賦償還とし，利子は初めの 6カ年は無利子，そ
の後年2彩とする。ただし利子支払いのためイギリスの国際収支が不利となっ
たときは，アメリカの同意をえて免除する。④イギリスは協定批准後，おそ<
とも 1年以内にポンドの交換性を回復する。⑥イギリスはすみやかに各国のス
ターリング残高を解除する。⑥アメリカ，イギリス両国は貿易統制を撤廃し，
多角的自由通商制度へ復帰することを企図する。万ー制限をおく場合にも，そ
の制限はすべての国に対して一律でなければならない。
これらのうちで①～⑧はたしかにイギリスにとって不利ではなかったのであ
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る。こうしたアメリカ側の譲歩がなければ，衰退したポンドを救うことはでき
ないであろう。しかしこの譲歩もアメリカとしては④～⑥の要求を貫徹させる
ためであったのである (6)。 これは，アメリカの輸出貿易の増大と，国際金融
市場におけるドルの優越性確保という点では確かに有効なものであろうが， ド
ル不足に悩むィギリスにとっては，きわめて困難な事態が予想されるものであ
った。すなわち，これら④⑥および⑥が発動されると，イギリスとスクーリン
グ地域，またスターリング地域相互間の金融的紐帯ー一—ひいては経済および政
治的組織がその根底から震感され，その全機構が崩壊の危機に直面することは
明らかである。それにもかかわらずこの協定を成立せしめた背後には「6年間
の戦争のあとでほとんどいかなる条件をも甘受しようという打ち勝がたい衝
動」 (7)があったのも見逃せないであろう。
1940年の国防金融条例にしたがって設定された「特別勘定」はスターリング
勘定の累増でもはやほとんど無意味となったことはすでに述べたとうりであ
る。 1945年の 7月に特別勘定諸国であった中央アメリカ諸国が「アメリカ・ス
イス勘定」として知られている登録勘定国となった。さらに交換性回復問題に
適合するため特別勘定にも当然修正を加える必要が生じたのである。それは交
換性回復予定日 (1947年7月15日）が近づくにしたがって， 1947年の初頭に「振
替可能勘定」 (TransferableAccounts)の制度の確立となって実現したのであっ
た。これに属する多くの国々は経常取引について当局への照合なしにそれらの
諸国内およびスクーリング地域諸国との間でスクーリングを振替えることがで
きたのである。かくして，ますます発展するスターリング地域以外の諸国の中
でスクーリングは国際的支払手段となってきたわけである。交換性回復にむか
ってとられるべき次の措置はアメリカ勘定と振替可能勘定の間のギャップを埋
めることであった。そこで1947年2月振替可能勘定地域によって所有されたス
ターリングは自由にドルと交換することができるようになったのである。
以上のようにして，英米金融協定に規定された交換性回復の日にむかって着
々と準備を進めていたのであった。そして， 1947年7月15日予定通りポンドは
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その交換性を回復した。ところが，いずれの国もボンドよりドルを選好したた
めに，ィギリスのド）・レ準備は急速に減少することになった。このままではドル
資金涸褐の危険が迫ったので，わずか 1カ月後の 8月20日には，アメリカ勘定
以外のポンドの自由交換の再停止をよぎなくされた(8)。 当時イギリスの金・
ドル準備の推移は次の通りである。 1947年6月（交換性回復直前）と1947年9月
（再停止直後）を比較して，金・ドル準備はあまり減じていないが， これは前記
イギリスの金・ドル準備
年 次 I単位 100万ドル
1939. 8. 31 2,623 
1945. 12. 31 2,476 
1946. 12. 31 2,696 
1947. 6. 30 2,410* 
1947. 9, 30 2,380* 
1947. 12. 31 2,079 
1948. 12. 31 1,856 
1949. 6. 30 1,651 
1949. 9. 18 1,340 
1949. 9. 30 1,425 
1949. 12. 31 1,699 
1950. 12. 31 3,300 
1951. 12. 31 2,335 
（出所） G.D.N. Worswick & P.H. 
Ady ed., T. 加 BritishEco-
nomy 1945-1950 (1952) 
p. 496. 
＊吉田啓ー氏著『国際金融
論』 168ページ。
の英米金融協定によるクレジット 37億5,0 
00万ドルのうち 6億ドルを引出してこれに
あてたからである。また翌1948年には同じ
くクレジットから28億5,000万ドルを引出
して辛うじて18億ドル台の準備を保つこと
ができたのであった。またこれとは別にイ
ギリスは1946年カナダからも12億5,000万
ドルの借款を得たが，これも1946年中に 5
億2,000万ドルを引出し， 翌1947年にはさ
らに 4億2,000万ドルを引出してしまっ
た(9)。
このように金・ドル準備の予想外の流出
による交換性の再停止は，当然種々の影響
を及ぽしたのであった。アメリガ勘定地域
はほとんど影響を受けなかったが，振替可
能勘定諸国からスターリングをえることは
できなくなった。スクーリング地域についても同様に直接の影響はうけなかっ
たが， ドル不足（交換性停止はその一症状であった）はスクーリング地域諸国にと
っては極めて重大な問題となった。振替可能勘定諸国についていえば，やはり
極めて重大な影響を受けたのである。したがって，それに関連する支払協定が
実際に再協議されねばならなかった。それが， 1947年10月 1日に施行されるに
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いたった為替管理法 (TheExchange Control Act)による規定である。
(1) Philip W. Bell, The Sterl伍gArea in枷 Postwarworld, international mecha面s・
m and cohesion, 1946-1952. (1956) p. xxiv 
(2) 「ドル・プールのメカニズムこそイギリスのスターリング地域支配のかなめをなす
ものであって，このメカニズムなしにはイギリスの支配力は実質的には無力となるで
あろう。」三菱経済研究所著『世界貿易ーー自由化問題の背景』 274-5ページ。なお，
ドル・プール制については KennethM. Wright, op. cit., pp. 559-576. 『東京銀行
月報』第7巻第1号及び第8巻第1号 etc参照。
(3) 1958年ポンドの交換性回復以来，形式的にはドルをも含めた域外通貨ということで
あるが，実質的にはやはり， ドルが中心となる。
(4) 特別勘定地域諸国が，スクーリングを蓄積する理由は①スターリングの将来への信
頼であり③イギリスは伝統的に彼らの市湯でありほとんど選択の余地がなかったとい
うことである。 Schammel,op. cit., p. 252. Cf ; B.Tew op. cit., p. 125. 前掲訳
書.145ー 6ページ参照。
(5) R. F. ハロッド著．東京銀行調査部訳『現代のポンド』 22ペー ジ。
(6) 牧野純夫氏著『円・ドル・ポンド』 98ペー ジ。
(7) T. Balogh, The International Aspect. (G. D. N. Worswick & P. H. Ady ed. 
The British Economy 1945-1950 (1952)) p. 489. 
(8) 「それは借款の大部分が直接交換性を維持するために使い果されたからではなかっ
た一ーその目的に使われたのは恐らくその10分の 1 に過ぎなかったであろう一―—基本
的な理由は，経常取引のための完全な交換性に復帰することを許すには，経済的な構
造，金融的な構造の何れも十分に均衡していなかったことである。イギリス自身，な
お国際収支に相当な不足 (1947年に2億7,500万ポンド）を持っており，加うるに戦
争中に累積したポンド残高を解放するという負担を担っていた。それと又同じように
重要であったのは，ヨーロッパの内外を通じてドルに対する需要が甚だ強くてロンド
ン市湯が戦前には曽ってなかったようなポンド売ドル買需要に曝されたことである。」
国際決済銀行第18回年次報告．東京銀行調査部訳『世界経済の分析と展望」 35-6ペ
ジー。
(9) 吉田啓ー氏著『国際金融論』 168-9ペー ジ。
4. スターリング地域の確立
英米金融協定に規定された義務条項の遂行というかたちで行なわれた1947年
7月15日におけるポンドの交換性回復は「早熟で思いつきの悪い実験」 (1) で
あってみごと失敗に終ったのである。その直後の1947年10月1日イギリスは新
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しい為替管理法 (TheExchange Control Act) を施行したのである。これは
「戦時スターリング地域」といわれる1940年の国防金融条例に基づく為替管理
の戦時体制を修正したというよりはむしろ整理統合したものなのであった (2)。
したがって，基本的為替管理機構には変化はなかったが，従来自然発生的に復
雑化していた諸勘定は著しく整理された。そして，今まで正式に「スターリン
グ地域」と呼ばれていたものは，この新しい法令では「指定地域」 (Scheduled 
errit ories) と呼ばれるようになったのである。この法令の下に「指定地域」と
して最初に発表されたのは次の国々であった。 イギリス連邦諸国（カナダ，ニ
ューファウンドランドを除く），エジプト，スーダン，イラク， トランスヨルダン，
アイスランド及びフェール諸島(a)。 この指定は参加国がこの地域を出入りす
るたびに修正されたのであった。そして現在では大体前掲の表の通りである。
さて，この為替管理法はイギリスと金融上及び通商上の関係を有する諸国を
5地域に分類しているのである。そして，それぞれの国がいずれの地域に属す
るかは常に変動している。そしてこれらのグループはその居住民のスターリン
グの使途に対するイギリスの管理権の強弱によって区別されるのである。
① 指定地域一―—スターリング地域居住者のもつスターリングは，地域内にお
いては経常取引にもとづく支払いはいうまでもなく，その他の資金移動も一般
に自由であるが，地域外に対しては当局の許可を必要とする。
R アメリカ勘定地域 (TheAmerican Account Area) の居住者のもつスター
リングは自由にドルに，したがっていかなる通貨にも交換できる。ただ双務勘
定地域にむけられた場合は，ィギリス当局の承認を必要とするがほとんど自由
に許可されたのである。
⑧ 振替可能勘定地域(TheTransferable Account Area)の居住者のもつスター
リングはこの地域の諸国相互間はいうに及ばず，スターリング地域および残余
諸国グループに対しても経常勘定については振替えることができたのである。
④ 双務勘定地域 (TheBilateral Account Area)の居住者のもつスターリング
は金又はルドに交換されることはないが，スターリング地域に対する支払いは
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自由であった。しかし他の地域への支払いについてはイギリス当局の許可を要
する。
⑥ 残余諸国グループ (TheResidual Group) の居住者のもつスクーリングは
双務勘定地域と同じであるが，振替可能勘定地域からの振替を受け入れること
ができる点で双務勘定地域と異っている“心
．大体以上の通りであるが，その規定の適用にあたっては必ずしも厳密におこ
なわれたわけではなかったが，この規定によってこの制度の基本的構成は充分
明白にしめされているのである。
以上のようにして，理由はどうあれ一度はポンドの交換性回復を考え，実行
に移し，その失敗の結果として新為替管理法の施行となったのである。そこに
みられるように，各国の保有するボンド残高を数種のカテゴリーに分って，そ
れぞれ交換性に差別をつけたことは，典型的な通貨の差別主義であり，ポンド
の世界通貨としての機能を自から制約するものであると考えてよいであろう。
これは結局，戦争によってイギリスの経済力が甚だしく破壊されたことと，ィ
ギリス連邦諸国とイギリスとの経済的，政治的紙帯が稀薄になったことの反映
であると考えられるのである。
ィギリスは1954年3月になって1947年の為替管理法を改正し，同時にロンド
ン金市場を再開した。これもまたポンドの自由化への一歩前進といえるであろ
う。この為替管理法の改正によって，双務勘定地域は廃止され，振替可能勘定
地域がスクーリング地域とアメリカ勘定地域以外の，事実上すべての国々へと
拡張されたのである。そして，•それとともに振替可能勘定制度自体の自由化が
行なわれた。すなわち，振替可能勘定のスターリング (transferablepound)は
ドルとの交換を制約されながらも，その振替性をドル地域，スクーリング地域
を除く世界各国に拡大することになった。
さらに，この改正にともなって新たに「登録勘定」 (RegisterdAccounts)が
設定された。この勘定は「アメリカ・カナダ勘定」(5)から振替によってえたス
クーリング，あるいはアメリカ・ドルもしくはカナダ・ドルを売却してえたス
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ターリング，またあるいはスターリング地域，アメリカおよびカナダ以外の地
域の居住者が金を売却してえたスターリング，それらのいずれかによって設定
されるもので，この勘定のスターリングをもって再開されたロンドン金市場で
金を買入れることができたのである。すなわち，このようにして，ドル地域以外
の居住者も自由ボンドをもつことができたわけである。したがって， 1947年法
の時の 5地域は今や次の 3地域に大別される。すなわち，①スター．リング地域。
この地域のスターリングは同地域内で使用できる。Rアメリカ・えナク甚笈
地域。この地域のスターリングは全面的に公定相場によってドルと交換できる。
③振替可能勘定地域。この地域のスターリングはスターリング地域への振替は
できないが，僅かな差別の割引きで自由市場においてドルと交換できる。
この1954年法の制定にあたって， 「双務勘定地域」を廃止し，振替可能勘定
制度を自由化したイギリス当局の動機は「はじめ慢性的にスターリングに不足
していたか，または慢性的にスターリングが過剰であった双務協定諸国が，ぃ
っそう均衡せる状態を徐々に獲得してきたという」理由によって制限の必要性
が減少しつヽあったことにあると考えられる。さらに，それに関連した諸制限
は， かなりの期間にわたってますます実施されなくなってしまっていたので
「1954年3月に発表された諸変更に関する新聞雑誌の論評が，当時廃止され規
則は守るより破ったほうがましな状態に長くあったと言明したことは驚くに足
りない。」 (6)そして「これら及び他の諸措置は，スターリングの事実上の交換
性を確立する方向に進んでいた。しかし，正当に交換性の形式的宣言は行なわ
れなかった」 (7)のである。
以上のようにして，ィギリスはしだいに，ポンドの交換性を拡大していった
のであるが，これとは別に一ーむしろイギリス政府の意志に反して—ポンド
の「事実上の」交換性がこの頃から徐々に実現するようになったのである。か
くして， 1958年12月「振替可勘定スターリング」は「アメリカ勘定スターリン
グ」および「登録勘定スターリング」の三者はすべて「対外勘定スターリング」
という共通の名称のもとに統一されたのである。そして，ポンドはその交換性
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を回復して世界経済の荒波の中に乗り出したわけである。
(1) W. M. Scammell. op. cit., p. 254. 
(2) A. C. L. Day, The Future of Sterling (1956) p. 47. 
(3) Paul Bareau, op. cit., p. 470. 
(4) W. M. Scammell, op. cit., p. 254. J. R. Sargent、Britainand the Sterling Ar-
ea. (G.D.N. Worswick & P.H. Ady ed., The British Economy 1945ー 1950(195 
幻） pp. 533-4. 
(5) カナダは1947年法では双務勘定地域であったが1951年2月以降アメリカ勘定と同じ
特権を与えられていた。
(6i B. Tew. op. cit., p. 136. 前掲訳書.160ページ。
(7) W. M. Scammell,'op. cit., p. 255. 
5. むすび
かつてイギリスが世界的に経済上の優位性を保ち，したがってポンドが国際
通貨として通用していた時期には， いわば全世界がスクーリング地域であっ
た。ところが， 19世紀末以降， アメリカ， ドイツおよび日本などの進出のた
め，イギリスの世界経済上における往時の威信は失われはじめ，それがポンド
にも反映しはじめたのは当然であった。ちょうどそれは，イギリスの国力の相
対的低下とともに自由貿易制度が世界的なものからイギリス連邦内という地域
的自由貿易となったように，ポンドのもつ国際通貨性も全世界的なものから，
スクーリング地域内国際通貨となったのであって，いわゆる自由経済の小さい
世界が形成されたのであった。こうした傾向こそは，産業革命を世界で最初に
なしとげたイギリスが，その世界経済におけるかつての優位性をますます失い
っ如あるということを意味すると考えられているのである。したがって，スク
ーリング地域が漠然とした集団からある程度意識的な連合体となり，さては明
確な定義を与えられることになるなど，いわゆる「スクーリング地域」が確立
したということは，他でもなくポンドの国際通貨性を狭ばめる結果になるとい
うことを意味するわけである。したがって，ここに大胆な表現が許されるなら
ば， 「スクーリング地域」の形成史こそは，ィギリスの国民通貨「ポンド」の
世界支配からの衰退の歴史であるということができるであろう。
すなわち，スクーリング地域の輪郭は第2次大戦の勃発によって明確なもの
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となり，今日のスターリング地域のもっとも大きな特徴であるドルプールの制
度も厳重に行なわれるようになった。同時にポンドの全面的交換性は停止され
たのである。そして，スクーリング地域の危機の扇芽は戦時中にすでにみられ
ると考えられる。いいかえれば，スクーリング地域の概念が必ずしも明確でな
かった第2次大戦以前の時期には，ィギリスのまわりに自然に集まった国々が
スクーリング・プロック（あるいはスクーリング・グループ）を形成していたのであ
るが，スクーリング地域というものがはっきり規定されるにつれて，スクーリ
ング地域の危機もまた増大したのである。スクーリング地域の輪郭が明文で規
定されるようになったことは，実は構成国の便宜による自由の結合体としての
スクーリング地域が維持しにくくなってきたという事実の反映と考えられるか
らである。
以上のようにして「スターリング・ブロック」は世界経済におけるかつての
イギリスの優位を最大の理由として自然発生的に生まれたものであったが，そ
の「スクーリング・ブロック」の発展形態としての「スクーリング地域」は逆
に世界経済における優位性をアメリカにゆずることとなったイギリスが，その
経済力のますます弱体化するのを補う仕組として維持されねばならないという
皮肉なめぐりあわせとなっている。
しかしながら，このような不自然な規制をせざるをえなかったのは，戦争に
よる緊急事態の結果としてのやむなき措置であったが， 「今や新しい転換のき
ざしが見えはじめている。すなわち，スクーリング地域は過去においてこの地
域の大をなさしめるに力のあった貴重なサービス（世界経済に対する）を十分に
行なうことのできる程度に，貿易の自由と国際支払の自由とを回復し，しかし
て将来ふたたび世界の通貨制度の上できわめて重要な組織としての役目を果す
ことをスターリング地域自身の念願としているのである。」 (1)
しかし，スターリング地域の前途は多難である。何となれば，形式的に戦前
の状態に復したとしても，今や世界経済自身は大きく転換している。ポンドは
一応再建されたとはいえ「世界の銀行」としてイギリスが世界を支配した19世
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紀の最盛期に比較してはもとより，• スクーリング・プロックの指揮者であった
大戦前に比較しても，もはや昔日の面影をもつものではない。すなわち，大陸
では 6カ国が一体となってヨーロッパ経済共同体 (EEC) を結成し，その共同
市場の威力がしだいに海外スターリング地域を侵そうとしているし，また社会
体制を異にするソ連およびソ連圏諸国の後進地域に対する攻勢もしだいにさか
んとなってきたのである。
このような事情の中では，ポンドのドルにつぐ国際通貨としての地位は，ぃ
わば分不相応な重荷となったと考えられるのであり，それは戦後9回にも及ぶ
「ポンド危機」に端的に表われているといってよい。ポンド危機の最大の原因
はいうまでもなくイギリスの世界経済上に占める地位の相対的低下による国際
収支の悪化に帰せられることはもちろんである。しかし，もう一つの原因とし
て見逃すことのできないものに，ポンドの母体ともいうべきスクーリング地域
との関係が問題とされているのである。すなわち，スクーリング地域の構成国
内において，戦後相ついで独立国が生まれたことは周知のところであろう。そ
して，これらの新興国は，イギリスに対する経済上の従属から脱却する目的か
らも，他の諸国からの援助および資本の受け入れを進めており，これにともな
ってイギリス以外の国々との貿易の比重が高まってきている。さらに各国が相
ついで独自の中央銀行制度を設け，金融政策上の自由権を確立し，あくまでも
自国の経済的利益を前提とした上でポンドにリンクするという変化を示してい
る。このような戦後におけるスターリング地域の変質の結果，イギリスの貿易
に占めるスクーリ｀ング地域諸国の比重は年々低下する傾向を示す一方，これら
の諸国のイギリスに対する依存度も低下してきているのである。
以上のように，スクーリング地域の結びつきが薄れてきているため，イギリ
スがスターリング地域を維持し， ポンド残高の引出し要求を緩和するために
は，各国の経済開発などに巨額の資本援助を行なわざるをえなかったのであ
る。ところが，このためにイギリスは，国内経済の復興，資本設備の更新など
をある程度犠牲にせざるをえなかったが故に，国内産業の復興に全力を投入し
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たヨーロッパ諸国に遅れをとり，ひいてはポンド危機を引き起す結果となった
のである。かつて1930年代にはポンドを地域通貨として受けとめることによっ
て，その徹底的破壊を助け，さらにボンドの拠点となって不完全ながら当時の
世界の中で国際的な役割を果さしめ，それによってイギリスに貢献したスター
リング地域が今やついにポンド危機の原因となるとはまさに歴史の皮肉という
ペきであろう。
周知の通り，貿易の自由化，関税障壁の低減が進展する過程で，イギリス連
邦特恵関税の実質的意義は大巾に削減されているのであった。このようにイギ
リス連邦の経済的紐帯はそのきずなを弱め世界経済の新しい展開に必ずしもそ
ぐわない傾向がでてきているのである。ところが，こうした傾向とは別に，ぁ
るいはその故にこそそうした結びつきを保持し，後進地域の開発に役立たせる
べきだとの要請があるのは当然である。
現代の世界では，先進国と後進国が結びついてお互に均衡して発展していく
ことは非常に困難となっている。それにもかかわらず，こうした古典的結びつ
きを依然として大規模に保持しつづけ共存共栄している連合体がイギリス連邦
なのである。すなわち「工業国対農業国の異質的・補完的結合であり，そこに
は垂直的分業があった」 (2)のである。 イギリスがこうした古典的結びつきを
保持しながら， EECにもっとも強力にあらわれた新しい先進国の結びつき，
つまり高度工業国間の水平的分業の利益にもあずかろうとするのが，ヨーロッ
パ自由貿易連合 (EFTA) の結成である。それをさらにおしすすめた時EEC
との関係が課題となるのである。そしてこれはスターリング地域がポンドの防
波堤としての役割りをすでに果し終えた現在， ポンド危機の打解策としても
今後は通貨制度の問題としてもこのEECとの関係は大きな課題となる筈であ
る。
(1) 国際決済銀行編前掲訳書 152ページ。
(2) 赤松要氏著『世界経済論』 112ページ。
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